
 

 

 

 

 

 

 

 
【出題内容】 

全２０問 １問５点 

分野別出題数 地理：７問 ・ 歴史：５問 ・ 公民：８問 

歴史分野の出題が少なく比較的易しい一方で、中１～中２で学習する地理と中３で学習する公民に重点が置かれており、

分野をまたいだ融合問題や、初見の資料を分析するために知識を活用する問題もあって、暗記では太刀打ちできない。 

中３になっても中１・中２の知識をしっかり覚えておくことが大切だ。 

〈注意すべき出題形式〉 
⑴ 地図や資料の読み取り問題 

 ほぼすべての問題で地図や、図表・グラフなどの資料の読み取りがある。どのような意図で資料が与えられているのか

を考え、必要な部分を正確に読み取る分析力が必要だ。 

⑵ 完全解答を求める問題 

 複数回答すべてを正解しなければならない完全解答を求める問題が合計９問。難度は昨年並み。 

⑶ 資料の分析記述 

 資料の数値を割合に直す計算をしてから考える問題が登場、難問となった。あらゆる記述問題に取り組む対策がある。 

 

 

 

２（中１で学習した内容： 世界地理）   ４（中２で学習した内容： 中世日本の文化史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の定期テストでも定番の内容。中３になっても忘れずに

しっかり覚えていてくれたら、確実に正解できる問題だ。 

２の「サンベルト」はアメリカ合衆国の北緯３７度以南の地域。

「北限」で「情報分野で世界的な企業が成長」とあるので、シリコ

ンバレーを中心としたサンフランシスコのベイエリアだとわかる。 

４の「慈照寺」は銀閣のことで、ここにある「東求堂」の「同仁斎」

とは、室町幕府の８代将軍足利義政が書斎として利用した四畳

半の一間で、違棚、床の間、付文机を備えた書院造が有名だ。 


